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一

宗
教
統
計
か
ら
見
た
ア
メ
リ
カ
宗
教
の
全
体
像

米
国
で
も
っ
と
も
広
範
囲
か
つ
包
括
的
に
行
わ
れ
た
宗
教
統
計
は

バ
リ
ー・

Ａ・

コ
ス
ミ
ン（

B
a
rry

A
.
K
o
sm

in
）

と
シ
ー
モ
ア・

Ｐ・

ラ
ッ
ク
マ
ン（

S
e
y
m
o
u
r
P
.
L
a
ch

m
a
n
）

が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
立
大
学（

th
e
C
ity

U
n
iv
ersity

o
f
N
e
w

Y
o
rk
）

大
学
院
の
協

力
を
得
て
一
九
九
〇
年
に
行
っ
た「

N
S
R
I（

th
e
N
a
tio

n
a
l
S
u
rv
e
y

o
f
R
e
ligio

u
s
Id
e
n
tifica

tio
n
）」

で
あ
る
。
調
査
対
象
は
一
一
万
三

〇
〇
〇
人
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
発
展
型
で
二

〇
〇
一
年
に
五
万
人
規
模
で
実
施
さ
れ
た「

A
R
IS（

th
e
A
m
erica

n

R
e
ligio

u
s
Id
en

tity
S
u
rv
e
y
）」

は
一
層
洗
練
さ
れ
た
統
計
資
料
を

提
供
し
て
い
る
。さ
ら
に
、民
間
大
手
の
統
計
会
社
や
研
究
所
の
デ
ー

タ
と
し
て
は
ギ
ャ
ロ
ッ
プ
社
や
ハ
リ
ス・

ポ
ー
ル
、
ピ
ュ
ー・

リ
サ
ー

チ・

カ
ウ
ン
シ
ル
、
グ
レ
ン
マ
リ
ー・

リ
サ
ー
チ・

セ
ン
タ
ー
な
ど

の
も
の
が
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
Ｄ・

バ
レ
ッ
ト
の『

世
界
宗
教
大

百
科
事
典』

の
資
料
が
有
効
で
あ
る
。も
ち
ろ
ん
昨
今
で
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
か
ら
収
集
で
き
る
情
報
も
多
い
。

「
A
R
IS」

に
よ
れ
ば
、
二
〇
〇
一
年
に
お
け
る
全
米
の
宗
教
上
位

二
十
位
の
う
ち
最
も
多
い
も
の
は
キ
リ
ス
ト
教
で
あ
り
、
米
国
総
人

口
の
七
六・

五
％
を
占
め
て
い
る
。
第
二
位
以
降
は
無
宗
教（

非
宗

教）

の
一
三・

二
％
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
一・

三
％
、
イ
ス
ラ
ム
、
仏
教

の
〇・

五
％
と
続
い
て
い
る
。
上
位
十
位
以
内
で
前
回
調
査（

N
S
R
I）

の
一
九
九
〇
年
か
ら
二
〇
〇
一
年
ま
で
の
十
年
余
に
最
も
増
加
率
の

顕
著
な
宗
教
は
第
八
位
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
で
二
三
七
パ
ー
セ
ン
ト
の

【
研
究
会】ア

メ
リ
カ
社
会
と
禅
仏
教

岡

島

秀

隆
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伸
び
を
示
し
て
い
る
。
増
加
率
の
二
位
は
一
七
〇
％
の
仏
教
で
、
無

宗
教
と
イ
ス
ラ
ム
の
伸
張
が
そ
れ
に
続
い
て
い
る
。
逆
に
、
減
少
傾

向
に
あ
る
の
は
ア
グ
ノ
ス
テ
ィ
ッ
ク（

不
可
知
論
者）

と
ユ
ダ
ヤ
教

で
あ
る
。
他
に
も
デ
イ
ス
ト（

理
神
論）

や
シ
ー
キ
ス
ム
、
バ
ハ
イ
、

ニ
ュ
ー
エ
イ
ジ
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ・

ア
メ
リ
カ
ン
の
宗
教
な
ど
が
増
加

傾
向
に
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
信
者
数
は
十
万
人
規
模
な
い
し
そ
れ
以

下
の
人
数
に
留
ま
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
仏
教
徒
は
二
〇
〇
一
年
で

一
〇
八
万
二
〇
〇
〇
人
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。

組
織
的
宗
教（

o
rga

n
ize

d
relig

io
n
s）

と
し
て
は
無
宗
教
者
や

無
神
論
者
な
ど
の
分
類
項
目
は
除
外
さ
れ
、上
位
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
、

ユ
ダ
ヤ
教
、
イ
ス
ラ
ム
、
仏
教
と
続
き
、
次
い
で
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
、

ユ
ニ
テ
リ
ア
ン・

ユ
ニ
ヴ
ァ
ー
サ
リ
ス
ト
、
ウ
ィ
カ
ン
／
パ
ガ
ン
／

ド
ゥ
ル
イ
ド（

西
欧
起
源
の
古
代
宗
教）

、
ネ
イ
テ
ィ
ブ・
ア
メ
リ
カ

ン
の
宗
教
が
挙
げ
ら
れ
る
。

大
局
的
に
み
れ
ば
、
米
国
の
宗
教
人
口
構
成
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
が

一
億
五
九
〇
三
万
人
と
圧
倒
的
多
数
派
を
占
め
て
お
り
、
二
位
の
ユ

ダ
ヤ
教
の
二
八
三
万
人
、
イ
ス
ラ
ム
の
一
一
〇
万
人
、
仏
教
の
一
〇

八
万
人
と
比
較
す
べ
く
も
な
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
キ
リ
ス
ト
教
内
部
の
主
な
教
派（

d
e
n
o
m
in
a
tio

n
a
l

fa
m
ilie

s）

に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
だ
ろ
う
。
上
位
十
位
ま

で
は
カ
ト
リ
ッ
ク
、
バ
プ
テ
ィ
ス
ト（

浸
礼
派）

、
メ
ソ
デ
ィ
ス
ト
／

ウ
ェ
ズ
レ
ー
派
、
ル
タ
ー
派
、
プ
レ
ス
ビ
テ
リ
ア
ン（

長
老
派）

、
ペ

ン
テ
コ
ス
タ
ル
／
カ
リ
ス
マ
派
、
エ
ピ
ス
コ
パ
リ
ア
ン
／
ア
ン
グ
リ

カ
ン（

聖
公
会
／
監
督
教
会）

、
ユ
ダ
ヤ
教
、
ラ
タ
ー
デ
イ
セ
イ
ン
ツ

／
モ
ル
モ
ン
教
、
チ
ャ
ー
チ
ズ・

オ
ブ・

ク
ラ
イ
ス
ト
で
あ
る
。
そ

の
後
に
は
コ
ン
グ
リ
ゲ
イ
シ
ョ
ナ
ル
／
ユ
ナ
イ
テ
ド
チ
ャ
ー
チ・

オ

ブ・

ク
ラ
イ
ス
ト（

会
衆
派）

、
エ
ホ
バ
の
証
人
な
ど
が
続
い
て
い

る
。
二
〇
〇
一
年
の
国
民
総
人
口
に
占
め
る
割
合
で
は
カ
ト
リ
ッ
ク

が
二
四・

五
％
、
バ
プ
テ
ィ
ス
ト
一
六・

三
％
、
メ
ソ
デ
ィ
ス
ト
六・

八
％
、
ル
タ
ー
派
四・

六
％
、
長
老
派
二・

七
％
の
順
で
あ
る
。
一

九
九
〇
年
か
ら
二
〇
〇
一
年
ま
で
の
約
十
年
の
伸
び
率
で
は
会
衆
派

が
最
も
大
き
く
一
三
〇
％
あ
り
、
チ
ャ
ー
チ
ズ・

オ
ブ・

ク
ラ
イ
ス

ト
や
ペ
ン
テ
コ
ス
タ
ル
も
顕
著
な
伸
び
を
示
し
て
い
る
。
一
方
バ
プ

テ
ィ
ス
ト
と
メ
ソ
デ
ィ
ス
ト
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
な
く
、
デ
ー
タ
で

見
る
限
り
ユ
ダ
ヤ
教
は
一
〇
％
の
減
少
、
エ
ホ
バ
の
証
人
も
四
％
の

減
少
を
見
せ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
他
の
教
派
は
安
定
的
増
加
基
調

で
推
移
し
て
い
る
。

ま
た
、
毎
週
の
教
会
礼
拝
な
ど
へ
の
出
席
率
が
高
い
教
派
は
モ
ル
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モ
ン（

七
一
％）

、
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
ー
ズ・

オ
ブ・

ゴ
ッ
ド（

六
九

％）

、
ペ
ン
テ
コ
ス
テ
タ
ル
／
カ
リ
ス
マ
派
／
フ
ォ
ー
ス
ク
エ
ア（

六

六
％）

で
あ
っ
た
。
こ
の
結
果
は
各
教
派
メ
ン
バ
ー
の
結
束
力
の
強

さ
や
敬
虔
さ
を
示
す
指
標
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
こ
の
統

計
が
自
己
申
告
で
あ
っ
た
こ
と
や
週
ご
と
の
礼
拝・

諸
行
事
の
回
数

が
教
会
に
よ
っ
て
異
な
る
場
合
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
考
慮
す
る
必
要

が
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
日
本
の
神
社・

仏
閣
へ
の
参
拝
の
度
合

と
は
ま
っ
た
く
違
う
高
い
頻
度
を
示
し
て
お
り
、地
域
の
教
会
と
人
々

の
日
常
的
結
び
つ
き
の
深
さ
を
感
ぜ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

最
後
に
二
〇
〇
〇
年
の「

ハ
リ
ス・

ポ
ー
ル」

に
お
け
る
宗
教・

教
会
会
派
別
の
割
合
を
み
る
と
、
キ
リ
ス
ト
教
内
部
の
全
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
ト
は
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
、
カ
ト
リ
ッ
ク
は
約
二
〇
パ
ー

セ
ン
ト
で
キ
リ
ス
ト
教
人
口
は
統
計
回
答
者
中
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を

超
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
米
国
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系

が
多
数
派
を
占
め
る
。
一
方
教
派
別
に
み
れ
ば
、
カ
ト
リ
ッ
ク
が
最

大
で
あ
る
。
ま
た
、
正
教
会
系
は
少
数
派
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
宗
教
構
成
全
体
を
眺
望
す
る
と
き
キ
リ
ス
ト
教
は

米
国
最
大
の
宗
教
で
あ
る
が
、
そ
の
内
部
構
成
は
実
に
複
雑
多
様
で

Largest denominational families in U.S., 2001
（self-identification, ARIS）

Denomination
1990 Est.
Adult Pop.

2001 Est.
Adult Pop.

Est. ％ of U.S.
Pop.,
2001

％ Change
1990–2001

Catholic 46,004,000 50,873,000 24.5％ ＋11％

Baptist 33,964,000 33,830,000 16.3％ 0％

Methodist/Wesleyan 14,174,000 14,150,000 6.8％ 0％

Lutheran 9,110,000 9,580,000 4.6％ ＋5％

Presbyterian 4,985,000 5,596,000 2.7％ ＋12％

Pentecostal/Charismatic 3,191,000 4,407,000 2.1％ ＋38％

Episcopalian/Anglican 3,042,000 3,451,000 1.7％ ＋13％

Judaism 3,137,000 2,831,000 1.3％ －10％

Latter-day Saints/Mormon 2,487,000 2,697,000 1.3％ ＋8％

Churches of Christ 1,769,000 2,593,000 1.2％ ＋47％

Congregational/United
Church of Christ 599,000 1,378,000 0.7％ ＋130％

Jehovah’s Witnesses 1,381,000 1,331,000 0.6％ －4％

Assemblies of God 660,000 1,106,000 0.5％ ＋68％

Adherents.com presents: Largest Religious Groups in the United States of America による
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あ
る
。
た
だ
、
上
記
統
計
資
料
か
ら
も
、
こ
の
多
様
性
は
ほ
と
ん
ど

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
派
の
多
様
性
に
起
因
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

二

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
宗
教
事
情

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
お
け
る
宗
教
の
構
成
も
全
国
の
傾
向
に
対

応
し
て
い
る
。
諸
宗
教
お
よ
び
諸
教
派
の
勢
力
分
布
を
地
域
社
会
の

印
象
か
ら
推
察
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
庶
民
の
日
常
生
活
の
中
に
お
い

て
は
多
様
な
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
の
教
会
が
眼
を
引
く
こ
と
に
な
る
。

各
地
域
の
あ
り
ふ
れ
た
住
宅
街
に
も
個
性
的
な
教
会
建
築
が
ま
る
で

博
覧
会
場
の
よ
う
に
林
立
し
て
い
る
地
区
が
し
ば
し
ば
見
受
け
ら
れ

る
。
一
方
、
カ
ト
リ
ッ
ク
系
の
教
会
は
少
数
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の

規
模
が
大
き
く
歴
史・

伝
統
を
思
わ
せ
る
佇
ま
い
を
見
せ
て
い
る
。

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
な
ど
の
都
市
部
で
は
、
有
名
な
カ
テ
ド
ラ
ル
が

洗
練
さ
れ
た
建
築
美
で
内
外
の
観
光
客
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
る
。

ま
た
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
は
ス
ペ
イ
ン
王
カ
ル
ロ
ス
三
世
の
命
を

受
け
て
、
当
時
ニ
ュ
ー
ス
ペ
イ
ン
と
呼
ば
れ
た
メ
キ
シ
コ
か
ら
北
上

し
た
多
く
の
開
拓
民
と
カ
ト
リ
ッ
ク
伝
道
の
古
い
歴
史
が
あ
り
、
今

日
も
州
の
中
央
を
南
北
に
貫
く
エ
ル・

カ
ミ
ー
ノ・

リ
ア
ル（

ロ
イ

ヤ
ル・

ロ
ー
ド
／
キ
ン
グ
ス
ハ
イ
ウ
ェ
イ）

と
呼
ば
れ
る
幹
線
道
路

沿
い
に
、
オ
ー
ル
ド・

ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ・

ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
言
わ
れ
る

二
十
一
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン（

伝
道
団
体）

の
歴
史
的
建
造
物
が
存
在
し

て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
創
設
者
の
ひ
と
り
で
あ
り
、
サ
ン
デ
ィ
エ

ゴ
か
ら
モ
ン
ト
レ
ー
に
到
る
九
つ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
設
し
た
パ
ー

ド
レ・

セ
ッ
ラ（

F
ra
y
S
erra

/F
a
th
e
r
S
erra

）

の
名
は
不
朽
の
も

の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
元
来
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
の
根
強
い
場
所
で

あ
る
が
、
現
在
メ
キ
シ
コ
系
を
中
心
に
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
の
人
口
流
入

は
著
し
く
、
彼
ら
の
信
仰
が
カ
ト
リ
ッ
ク
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

地
域
の
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
数
は
確
実
に
増
加
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

他
の
宗
教
で
は
ユ
ダ
ヤ
教
の
会
堂
が
処
々
に
見
ら
れ
、
ウ
ル
ト
ラ・

オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
、
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
、
コ
ン
サ
バ
テ
ィ
ブ
、
リ

フ
ォ
ー
ム
な
ど
の
諸
派
が
活
動
し
、
こ
の
宗
教
が
堅
固
に
根
付
い
て

い
る
こ
と
を
窺
わ
せ
て
い
る
。
ま
た
移
民
国
家
の
縮
図
の
よ
う
な
こ

の
地
域
で
は
多
く
の
民
族
的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
拠
点
と
し
て
種
々

の
信
仰
が
輸
入
さ
れ
た
り
、
そ
う
し
た
宗
教
の
坩
堝
の
中
で
新
宗
教

が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
ア
ジ
ア
起
源
の
諸
宗
教
も
健
闘

し
て
い
る
。
ピ
ー
タ
ー・

Ｗ・

ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
の『

ア
メ
リ
カ
の
宗

教
─
─
起
源
か
ら
二
十
一
世
紀
へ
─
─』（

イ
リ
ノ
イ
大
学
出
版
局）

に
よ
る
と
、
ア
ジ
ア
起
源
の
諸
宗
教
は
三
つ
の
タ
イ
プ
に
分
類
可
能
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で
あ
る
。
第
一
に
民
族
宗
教（

エ
ス
ニ
ッ
ク

レ
リ
ジ
ョ
ン）

は
ア

ジ
ア
系
移
民
に
よ
っ
て
新
大
陸
に
も
た
ら
さ
れ
、
主
に
移
民
の
共
同

体
の
内
部
で
活
動
を
続
け
て
い
る
宗
教
で
あ
り
、
中
国
や
日
本
の
移

民
社
会
で
信
仰
さ
れ
る
。
日
系
社
会
に
お
け
る
浄
土
教
な
ど
は
こ
れ

に
属
す
る
と
さ
れ
る
。
第
二
は
輸
出
型
宗
教（

エ
ク
ス
ポ
ー
ト

レ

リ
ジ
ョ
ン）

で
、
ア
ジ
ア
の
古
い
伝
統
の
ひ
と
つ
に
起
源
を
持
つ
が
、

過
去
百
～
二
百
年
の
間
に
活
動
的
な
形
態
へ
と
脱
皮
を
果
た
し
た
宗

教
で
、
日
本
の
創
価
学
会
な
ど
は
こ
れ
に
該
当
す
る
と
さ
れ
る
。
そ

れ
ら
は
伝
道
の
新
天
地
を
求
め
て
積
極
的
に
海
を
渡
っ
た
宗
教
で
あ

る
。
ま
た
、
そ
れ
ら
は
ア
ジ
ア
系
民
族
に
も
欧
米
人
に
も
同
様
に
改

宗
を
求
め
る
傾
向
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。第
三
の
類
型
は
エ
リ
ー

ト（

輸
入
型）

宗
教
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
米
国
の
高
等
教
育
を
受
け

た
知
識
人
達
を
中
心
と
し
て
受
容
さ
れ
て
い
る
。
既
成
の
ユ
ダ
ヤ

キ
リ
ス
ト
教
的
価
値
観
に
満
足
せ
ず
、さ
ら
な
る
変
容
を
求
め
る
人
々

の
た
め
の
宗
教
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
米
国
の
人
々
が
自
ら
選
択
し
て

輸
入
し
た
宗
教
と
い
え
よ
う
。
ヴ
ェ
ー
ダ
ー
ン
タ
、
禅
、
チ
ベ
ッ
ト

仏
教
な
ど
が
こ
れ
に
当
た
る
と
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
三
類
型
は
ア
ジ

ア
か
ら
渡
来
し
た
諸
宗
教
の
特
性
を
的
確
に
捉
え
る
一
面
を
持
っ
て

い
る
。
だ
が
、
現
実
の
諸
宗
教
は
各
々
が
多
面
性
を
内
在
し
て
い
る

こ
と
も
事
実
で
あ
ろ
う
。
禅
に
つ
い
て
見
て
も
、
そ
こ
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
局
面
が
あ
る
。
時
代
の
潮
流
の
中
で
米
国
の
人
々
が
新
た
な
価

値
観
を
求
め
て
東
洋
に
関
心
を
寄
せ
、
禅
に
可
能
性
を
見
出
し
て
い

た
時
代
に
は
多
く
の
教
養
人
が
禅
の
魅
力
に
傾
倒
し
て
い
た
。禅
ブ
ー

ム
が
巻
き
起
っ
た
時
期
に
は
種
々
の
書
物
が
禅
を
語
り
、
人
々
は
こ

ぞ
っ
て
そ
れ
を
読
ん
だ
。禅
は
確
か
に
エ
リ
ー
ト
の
宗
教
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
そ
ん
な
時
代
に
も
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
ジ
ャ
パ
ン
タ
ウ

ン
や
ロ
ス
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
の
リ
ト
ゥ
ル
ト
ー
キ
ョ
ー
で
は
日
系
人
が

禅
宗
寺
院
で
葬
儀
を
行
い
、
盆
行
事
を
行
っ
て
先
祖
の
供
養
を
続
け

て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
日
系
社
会
に
お
い
て
禅
宗
が
民
族

宗
教
の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
禅

ブ
ー
ム
を
欧
米
進
出
の
好
機
と
考
え
た
禅
宗
各
派
は
志
あ
る
人
材
を

投
入
し
て
国
際
伝
道
に
力
を
注
い
だ
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
禅
仏
教

の
性
質
上
、
入
門
者
に
改
宗
を
迫
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
そ
こ
に

は
輸
出（

伝
道）

宗
教
の
側
面
が
見
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
多
面
性
が

今
日
の
米
国
禅
の
多
極
化
を
導
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

釈
宗
演
、
鈴
木
大
拙
の
渡
米
に
端
を
発
す
る
臨
在
禅
の
伝
統
は
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
も
大
き
な
足
跡
を
残
し
て
い
る
。
佐
々
木
承
周
に

よ
っ
て
一
九
六
八
年
に
設
立
さ
れ
た
シ
マ
ロ
ン
禅
セ
ン
タ
ー
は
多
く
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の
同
門
施
設
を
開
設
し
て
そ
の
影
響
を
拡
大
し
た
。
本
セ
ン
タ
ー
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
れ
ば
、
妙
心
寺
に
起
源
を
持

つ
臨
済
寺
シ
マ
ロ
ン
禅
セ
ン
タ
ー
は
九
〇
年
代
の
初
期
に
臨
済
寺
禅

セ
ン
タ
ー
と
改
称
し
た
が
、
そ
の
系
列
寺
院・

修
行
道
場
も
含
め
て

今
日
も
活
発
な
活
動
を
続
け
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
曹
洞
禅
は
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
桑
港
寺
と
ロ
ス
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
の
禅
宗
寺
の
両

ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
地
域
の
日
系
社
会
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る
。ま
た
、

桑
港
寺
に
い
た
鈴
木
俊
隆
は
一
九
六
九
年
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
禅

セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
た
。
本
セ
ン
タ
ー
の
傘
下
に
は
グ
リ
ー
ン・

ガ

ル
チ
の
蒼
竜
寺
や
タ
サ
ハ
ラ
の
禅
心
寺
が
あ
る
。
鈴
木
の
法
は
バ
ー

ク
リ
イ
禅
セ
ン
タ
ー
や
観
音
堂
禅
メ
デ
ィ
テ
イ
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、

さ
ら
に
ソ
ノ
マ
マ
ウ
ン
テ
ン
禅
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
及
ん
で
い
る
。
他

方
、
禅
宗
寺
か
ら
独
立
し
た
前
角
博
雄
が
設
立
し
た
ロ
サ
ン
ジ
ェ
ル

ス
禅
セ
ン
タ
ー
や
長
田
康
哉
の
ロ
ン
グ
ビ
ー
チ
仏
教
会
は
現
在
も
ロ

サ
ン
ジ
ェ
ル
ス
で
活
動
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
す
で
に
植
え

付
け
ら
れ
た
禅
の
種
子
が
今
後
ど
の
よ
う
に
育
ち
如
何
ほ
ど
の
収
穫

が
期
待
で
き
る
か
は
ま
だ
わ
か
っ
て
い
な
い
。

三

米
国
禅
の
現
況
─
そ
の
受
容
と
変
容
─

そ
れ
で
は
米
国
に
お
け
る
禅
の
受
容
は
ど
の
よ
う
な
段
階
に
来
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。
最
近
の
米
国
に
お
け
る
宗
教
に
関
す
る
出
版
物

の
中
か
ら
、
禅
に
つ
い
て
の
叙
述
を
抽
出
し
て
み
よ
う
。
ダ
イ
ア
ナ・

Ｌ・

エ
ッ
ク
は
自
著A

N
ew
R
eligious

A
m
erica—

T
he

R
ipening

ofB
uddhist

A
m
erica—

の
中
で
ド
ン・

モ
リ
ヤ
ー

ル（
D
o
n
M
o
rre

a
le
）

の
言
葉
と
し
て
次
の
よ
う
な
引
用
を
し
て
い

る
。

初
期
の
粗
雑
さ
は
終
わ
り
を
告
げ
て
、
瞑
想
は
も
は
や
一
握

り
の
空
想
家
や
詩
人
の
も
の
で
は
な
く
な
っ
た
。
人
々
が
閑
静

な
隠
棲
地
で
、
彼
ら
が
仏
教
徒
だ
と
自
称
す
る
か
ど
う
か
は
わ

か
ら
な
い
け
れ
ど
、
株
式
仲
買
人
や
セ
ラ
ピ
ス
ト
や
ソ
ー
シ
ャ

ル・

ワ
ー
カ
ー
と
肩
を
並
べ
て
坐
禅
す
る
自
分
を
発
見
す
る
こ

と
は
如
何
に
も
あ
り
そ
う
な
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
二
十
代
に

お
い
て
は
稀
だ
が
、
四
十
代
、
五
十
代
、
六
十
代
と
増
加
す
る

年
配
者
の
集
ま
り
で
あ
る
。（

筆
者
─
訳）

こ
れ
ら
の
叙
述
は
禅
が
熟
年
の
人
々
を
中
心
と
し
て
米
国
民
に
十

分
に
認
知
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
も
そ
れ
は
単
に
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文
字
の
上
で
の
抽
象
的
知
識
と
し
て
で
は
な
く
、
何
か
実
践
的
鍛
錬

法
と
し
て
彼
ら
の
日
常
生
活
の
近
辺
に
存
在
し
て
い
る
も
の
な
の
で

あ
る
。
小
さ
な
書
店
の
宗
教
コ
ー
ナ
ー
で
禅
に
つ
い
て
語
る
何
冊
か

の
書
物
を
発
見
す
る
こ
と
は
難
し
い
こ
と
で
は
な
い
し
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
検
索
し
て
最
寄
の
禅
セ
ン
タ
ー
や
瞑
想
教
室
を
見
つ
け
る

こ
と
は
実
に
簡
単
で
あ
る
。そ
れ
ら
の
情
報
を
た
よ
り
に
禅
セ
ン
タ
ー

な
ど
を
訪
れ
て
実
際
に
坐
禅
指
導
を
受
け
る
こ
と
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

精
神
旺
盛
な
米
国
の
人
々
に
と
っ
て
は
ひ
ど
く
自
然
な
成
り
行
き
で

あ
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
書
の
米
国
禅
の
歴
史
を
記
す
箇
所
で
は
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

禅
は
米
国
最
初
の
仏
教
的
実
践
形
態
で
あ
り
、「

只
管
打
坐」

の
曹
洞
禅
と「

隻
手
の
音
声」

と
は
何
か
と
い
っ
た
公
案
の
商

量
を
行
う
臨
済
禅
を
含
ん
で
い
る
。
最
も
早
い
時
期
に
、
し
か

も
最
も
広
範
に
影
響
を
与
え
た
禅
の
教
師
は「

も
う
一
人
の
鈴

木

－

鈴
木
俊
隆」

で
あ
っ
た
。彼
は
一
九
五
九
年
に
日
本
を
発
っ

て
米
国
に
渡
っ
た
が
、
米
国
の
求
法
者
に
禅
を
教
え
よ
う
と
し

た
の
で
は
な
く
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
あ
る
日
系
米
国
人
の

曹
洞
宗
寺
院
で
あ
る「

桑
港
寺」

に
赴
任
し
た
の
で
あ
る
。
こ

桑港寺旧址
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の
地
で
彼
は
坐
禅
の
手
ほ
ど
き
を
求
め
て
い
た
学
生
た
ち
を
魅

了
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
彼
ら
の
多
く
は
日
系
社
会
よ
り
も
坐

禅
を
真
摯
に
切
望
し
て
い
た
。
鈴
木
は
多
く
を
期
待
せ
ず
に
彼

ら
を
早
朝
五
時
半
か
ら
の
坐
禅
に
参
加
す
る
よ
う
招
待
し
た
。

驚
く
べ
き
こ
と
に
、
彼
ら
は
こ
ぞ
っ
て
顔
を
見
せ
た
。
一
九
七

〇
年
ま
で
に
鈴
木
と
そ
の
信
奉
者
達
は
米
国
最
初
の
都
市
居
住

型
の
禅
セ
ン
タ
ー
の
一
つ
で
あ
る「

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
禅
セ

ン
タ
ー」

を
設
立
し
た
。

坐
禅
の
姿
勢
─
─
足
を
組
み
、
背
筋
を
伸
ば
し
、
顎
を
引
く

─
─
は
修
練
を
必
要
と
し
た
が
、
米
国
の
求
道
者
達
は
果
敢
に

挑
戦
を
試
み
た
。
そ
れ
で
も
な
お
、
彼
ら
は
坐
禅
に
お
け
る
身

体
姿
勢
の
修
練
よ
り
一
層
深
い
内
的
試
練
に
直
面
し
た
。
何
か

の
達
成
に
向
か
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
ハ
ー
ト
を
賭
け
る
意
欲
的

ア
メ
リ
カ
人
気
質（

キ
ャ
ン

ド
ゥ・

ア
メ
リ
カ
ン・
ス
ピ
リ
ッ

ト）

は
ど
ん
な
時
も
有
益
に
働
き
つ
づ
け
る
が
、
坐
禅
の
修
練

に
お
い
て
は
こ
の
内
面
的
姿
勢
も
ま
た
、
変
え
ら
れ
ね
ば
な
ら

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
何
か
を
獲
得
し
よ
う
と
し
て
修
行
す
る

限
り
、
決
し
て
何
も
修
得
で
き
な
い
だ
ろ
う
、
な
ぜ
な
ら
ば
禅

の
修
行
と
は
目
的
達
成
志
向
型
の
文
化
に
お
け
る
達
成
手
段
の

ひ
と
つ
と
い
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
鈴
木
老
師
が

「

こ
れ
ら
の
形（

坐
禅）

は
正
し
い
心
の
状
態
を
会
得
す
る
た
め

の
手
段
で
は
な
い
。
こ
の
姿
勢
を
と
る
こ
と
自
体
が
心
の
正
し

い
状
態
を
持
つ
こ
と
な
の
で
あ
る」

と
述
べ
る
と
こ
ろ
は
此
処

で
あ
る
。
日
本
の
禅
の
指
導
者
達
が「

一
寸
座
れ
ば
、
一
寸
の

仏」（

？）

と
い
う
の
も
同
様
で
あ
る
。
鈴
木
老
師
の
著
作『

ゼ

ン・

マ
イ
ン
ド
、
ビ
ギ
ナ
ー
ズ・

マ
イ
ン
ド』

は
全
て
の
世
代

に
亘
る
禅
の
入
門
書
と
な
っ
た
。
こ
の
書
は
ど
の
よ
う
な
先
入

見
や
観
念
、
期
待
、
哲
学
に
よ
っ
て
も
頭
を
満
た
す
こ
と
な
く
、

坐
禅
の
実
習
に
向
か
う
こ
と
が
有
利
で
あ
る
と
す
る
心
強
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
運
ん
で
き
た
の
で
あ
る
。
初
心
の
無
垢（

タ
ブ

ラ・

ラ
サ）

は
禅
実
修
の
格
好
の
土
壌
で
あ
る
。（

筆
者
─
訳）

こ
れ
ま
で
の
歴
史
的
経
緯
を
思
え
ば
米
国
の
禅
の
源
流
の
ひ
と
つ

は
明
ら
か
に
日
本
禅
で
あ
る
が
、
こ
の
引
用
の
前
半
に
は
日
本
の
禅

に
曹
洞
宗
と
臨
済
宗
の
二
流
が
あ
る
こ
と
や
両
宗
の
宗
風
を
示
す
伝

統
的
表
現
が
叙
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
後
半
部
分
で
は
坐
禅
の
身

体
姿
勢
を
正
し
く
保
持
す
る
場
合
の
困
難
や
坐
禅
を
行
ず
る
時
の
内

的
心
構
え
さ
え
が
解
説
さ
れ
て
い
る
。
殊
に
内
心
の
構
え
に
つ
い
て

述
べ
る
箇
所
で
は
米
国
人
の
気
質
に
も
配
慮
し
な
が
ら
、
坐
禅
は
悟
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サンフランシスコ禅センター (正面）

サンフランシスコ禅センター (本堂）
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り
を
得
る
た
め
の
手
段
で
は
な
く
、
坐
る
と
い
う
行
為
自
体
に
意
義

が
あ
る
こ
と
を
理
解
さ
せ
よ
う
と
努
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
心
の
構

え
に
ま
で
踏
み
込
ん
だ
説
明
が
、
た
と
え
そ
れ
が
禅
へ
の
深
い
造
詣

を
持
つ
著
者
に
よ
っ
て
の
み
可
能
な
こ
と
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
一

般
書
の
中
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

エ
ッ
ク
は
更
に
米
国
禅
の
現
状
を
で
き
る
だ
け
具
体
的
に
描
写
し

よ
う
と
し
て
い
る
。た
と
え
ば
、

「
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
禅
セ
ン
タ
ー」

に
つ
い
て
、
禅
の
ア
メ
リ
カ
ナ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
フ
ラ
ッ
グ・

シ
ッ

プ（

旗
艦）

と
な
っ
た
と
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
セ
ン
タ
ー
の
活
動

内
容
を
紹
介
し
て
い
る
。
ま
ず
、
こ
こ
で
は
接
心
な
ど
禅
の
伝
統
行

持
の
綿
密
な
継
承
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
筆
者
が
直
接
訪
問
し

た
時
の
セ
ン
タ
ー
側
の
説
明
や
施
設
内
の
調
度（
本
堂
に
当
た
る
部

屋
に
は
北
壁
面
中
央
に
安
置
さ
れ
た
本
尊
の
前
に
畳
が
敷
き
詰
め
ら

れ
、
中
央
に
拝
席
、
そ
の
他
に
も
磬
子・

木
魚
等
が
配
置
さ
れ
て
お

り
、
坐
禅
室
に
は
日
本
の
坐
禅
堂
に
準
じ
た
如
法
の
配
列
で
単
上
に

坐
蒲
が
並
ん
で
い
た）

な
ど
か
ら
も
そ
れ
は
窺
え
る
。
そ
の
一
方
で

新
た
な
米
国
的
取
り
組
み
も
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
宗
教
家
が
社

会
的
問
題
に
積
極
的
に
関
わ
ろ
う
と
す
る
欧
米
的
宗
教
風
土
か
ら
、

エ
イ
ズ
危
機
の
発
生
し
た
時
期
に
は
、
セ
ン
タ
ー
のIssa

n
R
o
sh

i

が
中
心
と
な
り
、
ベ
イ
エ
リ
ア・

エ
イ
ズ・

ア
ク
シ
ョ
ン・

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
ハ
ー
ト
フ
ォ
ー
ド・

ス
ト
リ
ー
ト
禅
セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
環
境・

農
業
問
題
へ
の
取
り
組

み
と
し
て
は
セ
ン
タ
ー
傘
下
の
グ
リ
ー
ン・

ガ
ル
チ・

フ
ァ
ー
ム
な

ど
で
の
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
提
唱
や
こ
の
フ
ァ
ー
ム
と
の
連

動
で
行
わ
れ
る
菜
食
主
義
者
向
け
の
レ
ス
ト
ラ
ン
経
営
が
紹
介
さ
れ

て
い
る（

グ
リ
ー
ン
ズ
の
名
前
で
知
ら
れ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
は
北
西
方

向
に
金
門
橋
を
望
む
フ
ォ
ー
ト
メ
イ
ソ
ン
の
美
し
い
水
際
に
あ
り
昼

夜
多
く
の
人
々
が
訪
れ
て
い
る）

。
筆
者
の
訪
問
時
に
は
グ
リ
ー
ン・

ガ
ル
チ・

フ
ァ
ー
ム
入
り
口
に
は
禅
セ
ン
タ
ー
の
表
記
や「

蒼
竜
寺」

の
寺
名
も
あ
り
、
広
大
な
敷
地
に
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
や
坐
禅
堂
、
茶
室
、

居
住
施
設
な
ど
が
あ
る
。
カ
ン
ト
リ
ー・

ラ
イ
フ
と
禅
の
融
合
し
た

自
然
派
志
向
の
瞑
想
的
生
活
様
式
が
米
国
の
人
々
に
よ
っ
て
実
践
さ

れ
日
曜
な
ど
に
は
訪
れ
る
者
も
多
い
。
さ
ら
に
、
米
国
特
有
の
新
し

い
取
り
組
み
も
あ
る
。
多
民
族・

多
言
語
国
家
で
あ
る
米
国
に
お
い

て
は
、
坐
禅
指
導
に
用
い
ら
れ
る
言
語
も
英
語
だ
け
で
は
不
十
分
で

あ
る
。
昨
今
の
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
の
増
加
傾
向
に
も
対
応
し
て
、
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
禅
セ
ン
タ
ー
で
は
ス
ペ
イ
ン
語
に
よ
る
坐
禅
の
指
導

体
制
を
整
え
つ
つ
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
高
齢
者・

年
少
者
の
た
め
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の
修
練
施
設
も
検
討
さ
れ
て
い
る
と
い
う
が
、
幅
広
い
年
齢
層
に
配

慮
し
た
施
策
で
あ
る
。

こ
う
し
た
叙
述
を
見
る
と
、
米
国
禅
が
伝
統
を
保
ち
な
が
ら
も
、

す
で
に
独
自
の
歩
み
を
開
始
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
と
同

時
に
、
米
国
禅
の
現
状
に
関
す
る
明
確
な
分
析
や
禅
へ
の
深
い
理
解

が
、
こ
う
し
た
書
物
を
通
し
て
広
く
供
給
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
か

さ
れ
る
。

四

米
国
禅
の
未
来
─
─
禅
ブ
ー
ム
の
収
束
─
─

六
〇
年
代
の
ヒ
ッ
ピ
ー
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
が
欧
米
型
の
物
質
主
義
的

価
値
観
一
辺
倒
の
社
会
に
対
す
る
痛
切
な
批
判
と
そ
こ
か
ら
の
超
脱

を
求
め
た
文
化
運
動
で
あ
る
と
す
る
と
当
時
の
欧
米
社
会
の
東
洋
へ

の
関
心
は
新
た
な
価
値
を
探
求
す
る
必
然
的
動
向
で
あ
っ
た
。禅
ブ
ー

ム
も
ま
た
そ
う
し
た
思
潮
の
中
で
浮
揚
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
運
動
の
ピ
ー
ク
が
過
ぎ
去
っ
た
現
在
、
禅
が
何
ゆ
え
に
欧

米
社
会
で
脚
光
を
浴
び
る
こ
と
に
な
り
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
人
々
に

受
け
入
れ
ら
れ
た
の
か
な
ど
と
い
う
点
を
再
度
総
括
す
る
こ
と
は
大

切
で
あ
る
が
、
現
状
に
眼
を
向
け
る
と
き
、
欧
米
、
殊
に
米
国
社
会

に
あ
っ
て
、
禅（

Ｚ
Ｅ
Ｎ）

と
い
う
言
葉
が
十
二
分
に
認
知
さ
れ
る

蒼竜寺ゲストハウス
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よ
う
に
な
っ
た
の
は
事
実
で
あ
る
。
書
店
に
Ｚ
Ｅ
Ｎ
の
コ
ー
ナ
ー
が

設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
り
、
Ｚ
Ｅ
Ｎ
と
命
名
さ
れ

た
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
も
見
受
け
ら
れ
る
。
書
店
な
ど
で
見
か

け
る
玩
具
の
箱
庭
キ
ッ
ト
に
も
Ｚ
Ｅ
Ｎ
の
文
字
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
言
葉
は
最
近
ま
で
人
心
を
強
く
惹
き
つ
け
る
一
種
の「

魔
法
の

言
葉」

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
今
日
こ
の
言
葉
は
か
つ
て
の
神
通
力

を
失
い
始
め
て
い
る
。
そ
の
理
由
の
ひ
と
つ
は
こ
の
言
葉
が
余
り
に

も
広
義
に
使
用
さ
れ
た
た
め
に
、
そ
の
意
味
が
拡
散
し
て
し
ま
っ
た

こ
と
に
よ
る
。
米
国
に
到
達
し
た
仏
教
諸
派
は
そ
れ
ぞ
れ
の
系
統
的

特
性
を
強
調
し
つ
つ
も
、
そ
の
伝
道
に
有
益
と
考
え
た
時
に
は
仏
教

と
し
て
の
同
質
性
を
も
主
張
し
た
。
Ｚ
Ｅ
Ｎ
と
い
う
言
葉
が
圧
倒
的

宣
伝
効
果
を
持
つ
の
で
あ
れ
ば
、
彼
ら
は
い
ず
れ
も
類
似
し
た
仏
教

的
瞑
想
法
を
伝
承
し
て
い
る
と
主
張
し
、
そ
の
方
法
的
類
似
性
を
強

調
し
つ
つ
Ｚ
Ｅ
Ｎ
の
語
を
活
用
し
た
。
時
に
は
仏
教
以
外
の
宗
教
さ

え
が
こ
の
言
葉
を
有
意
義
に
利
用
し
た
。
こ
う
し
て
Ｚ
Ｅ
Ｎ
の
言
語

概
念
は
拡
充
の
一
途
を
辿
り
、
そ
の
結
果
Ｚ
Ｅ
Ｎ
は
エ
キ
ゾ
テ
ィ
ッ

ク
な
雰
囲
気
を
残
し
な
が
ら
も
東
洋
的
瞑
想
一
般
を
指
示
す
る
よ
う

な
曖
昧
な
言
葉
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
感
が
あ
る
。
ま
た
、
欧
米
人
に

と
っ
て
Ｚ
Ｅ
Ｎ
は
本
来
の
神
秘
性
を
失
い
だ
し
て
い
る
よ
う
に
も
思

わ
れ
る
。
何
ゆ
え
に
Ｚ
Ｅ
Ｎ
は
神
秘
性
を
失
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
の
一
つ
は
お
そ
ら
く
Ｚ
Ｅ
Ｎ
を
説
く
者
が
そ

の
よ
う
に
教
え
た
こ
と
に
よ
る
。
宗
門
に
お
い
て
も
坐
禅
と
は
ま
さ

に
誰
に
で
も
で
き
る
日
常
茶
飯
の
作
法
で
あ
り
、
し
か
も
何
か
特
別

な
超
能
力
の
体
得
を
示
唆
す
る
よ
う
な
悟
達
の
為
の
手
段
で
あ
る
と

考
え
る
こ
と
を
強
く
戒
め
て
い
る
。
そ
れ
は
本
物
の
禅
を
説
く
こ
と

に
他
な
ら
な
か
っ
た
が
、
こ
う
し
た
教
え
が
浸
透
す
る
に
つ
れ
て
Ｚ

Ｅ
Ｎ
の
神
秘
性
は
失
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
正

伝
の
仏
法
が
正
し
く
伝
達
さ
れ
る
こ
と
と
表
裏
の
こ
と
と
い
え
よ
う
。

さ
ら
に
、
こ
う
し
た
正
し
い
教
え
の
効
果
は
言
葉
に
よ
る
解
説
の
方

面
だ
け
で
は
な
く
、
坐
禅
の
実
習
面
に
お
い
て
も
発
揮
さ
れ
、
坐
禅

が
超
人
的
境
地
を
産
む
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
体
認
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。次
に
、禅
僧
や
禅
修
行
に
過
大
な
期
待
を
寄
せ
る
純
粋
な
人
々

が
、現
実
の
禅
仏
教
な
い
し
は
禅
を
勧
め
る
宗
教
的
集
団
に
潜
在
し
、

時
と
し
て
顕
在
化
す
る
世
俗
的
側
面
に
対
し
て
抱
く
失
望
や
嫌
悪・

落
胆
は
Ｚ
Ｅ
Ｎ
の
神
秘
性
を
消
失
さ
せ
る
の
に
加
担
し
た
と
思
わ
れ

る
。
第
三
に
、
Ｚ
Ｅ
Ｎ
の
神
秘
性
は
新
た
に
登
場
す
る
東
洋
的
神
秘

宗
教
や
仏
教
他
宗
が
放
つ
神
秘
性
に
よ
っ
て
相
対
的
に
凌
駕
さ
れ
、

Ｚ
Ｅ
Ｎ
は
か
つ
て
の
魅
力
を
半
減
さ
せ
ら
れ
た
か
に
見
え
る
。
同
じ



ア
メ
リ
カ
社
会
と
禅
仏
教（

岡
島）

─ ─39

仏
教
系
統
の
密
教
が
昨
今
欧
米
で
注
目
を
集
め
て
い
る
。
そ
の
理
由

は
い
く
つ
も
考
え
ら
れ
る
が
、
曼
荼
羅
や
陀
羅
尼
の
持
つ
視
覚
的
イ

メ
ー
ジ
や
音
声
的
効
果
が
十
分
に
神
秘
的
雰
囲
気
を
演
出
し
て
い
る

の
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
対
抗
勢
力
の
伸
張
に
比
べ
て
Ｚ
Ｅ

Ｎ
の
神
秘
が
新
鮮
さ
を
失
い
始
め
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

欧
米
人
の
関
心
が
密
教
な
ど
他
の
方
面
に
シ
フ
ト
し
始
め
て
い
る
こ

と
は
事
実
で
あ
る
。
一
方
、
神
秘
性
と
は
感
じ
る
側
の
一
方
的
思
い

入
れ
に
起
因
す
る
場
合
も
少
な
く
な
い
。
そ
う
考
え
る
と
、
Ｚ
Ｅ
Ｎ

の
神
秘
性
と
い
う
も
の
も
、
そ
れ
が
Ｚ
Ｅ
Ｎ
の
持
つ
真
の
神
秘
的
魅

力
で
は
な
く
、
相
手
の
都
合
の
い
い
期
待
か
ら
生
ま
れ
た
神
秘
性
で

し
か
な
い
と
い
う
ケ
ー
ス
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
、
今
後
禅

の
本
当
の
神
秘
性
が
指
し
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
も
あ
れ
我
々
は
、
ま
ず
禅
ブ
ー
ム
な
る
も
の
が
米
国
に
お
い
て

収
束
し
て
い
る
こ
と
を
は
っ
き
り
認
識
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
次

に
、
禅
が
こ
の
国
で
独
自
の
歩
み
を
開
始
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て

人
々
の
日
常
生
活
の
中
に
何
が
し
か
の
居
場
所
を
確
保
し
定
着
し
て

い
る
こ
と
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
と
め

米
国
社
会
は
多
様
な
価
値
観
の
並
存
す
る
社
会
で
あ
る
。
そ
こ
に

住
む
人
々
も
そ
の
こ
と
を
充
分
に
意
識
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
社

会
で
は
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
競
争
原
理
が
働
く
。
従
っ
て
宗
教
の
領
域

に
お
い
て
も
、
多
様
な
形
態
や
異
種
の
教
義
を
持
つ
諸
宗
教
が
キ
リ

ス
ト
教
と
い
う
土
壌
の
上
で
競
っ
て
花
開
こ
う
と
し
て
い
る
。
毎
年

開
花
す
る
も
の
も
あ
る
が
、
枯
れ
て
な
く
な
る
も
の
も
あ
る
。
米
国

禅
の
現
況
を
考
え
る
時
、
先
述
し
た
よ
う
に
米
国
の
人
々
が
か
つ
て

禅
に
何
を
求
め
た
の
か
を
振
り
返
り
、
変
容
し
続
け
る
米
国
社
会
の

只
中
で
禅
の
魅
力
を
再
考
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
さ
も
な
け
れ
ば
、

禅
は
米
国
社
会
で
そ
の
普
遍
的
真
理
を
十
全
に
開
陳
す
る
こ
と
な
く

埋
没
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。
将
来
、
禅
が
米
国
で
ど
の
よ
う

な
展
開
を
見
せ
る
か
は
、
大
方
米
国
社
会
に
お
け
る
青
い
眼
の
禅
僧

達
の
活
躍
と
此
処
に
暮
ら
す
人
々
の
宗
教
的
ニ
ー
ズ
に
委
ね
ら
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
米
国
禅
は
ま
だ
さ
ま
ざ
ま
な
助
言
と
支
援
を
必
要

と
し
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
米
国
の
禅
の
発
展
の
た
め
に
、
如

何
な
る
姿
勢
で
如
何
な
る
貢
献
が
可
能
か
を
検
討
す
る
こ
と
も
重
要

と
な
ろ
う
。
海
外
で
誠
実
な
活
動
に
専
心
さ
れ
る
日
本
の
開
教
師
諸
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兄
の
精
進
に
敬
意
を
表
し
つ
つ
、
新
天
地
で
の
禅
の
新
た
な
展
開
に

期
待
し
た
い
。
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